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乳用牛と肉用牛の交雑による肉資源の有効利用試験 唱－

交雑種去勢牛と交雑種雌牛の哨育＠育成試験 1

ト川政典・溝IX~一躍・秋山正英・飛多靖夫・東原太郎

肉資源の拡大と飴農経常における所得停滞改善のため，奥品種｜潟の交雑によるJ:itt':H5怠勢ぞ利rnす

る乙とにより 1rt肉性，肉質の改善，肥育効＊を高めることを目的として黒•CC和問tfj: をホルスタイン開

雌lζ交配した一代雑間について，日甫育・育成，肥f)'t乙到る一連の試験を実施中であるがi本試験は

H日和 55 'i:／二から 4ヶii二百十両iで， lは交雑種：去勢ιI＇・とホルスタイン種去勢牛について， Iは交雑種の

去勢川二と雌牛，置は交雑極附門会とホルスタイン障此m11二について各々比較検討会わない，交雑開の飼

遊技術を解明するとともに，陥農と肉主t：の俊合経営技術を確11.しようとするもので，今聞は，第 2

ldJ試験として，交雑種の去勢と｜二と』tfl'tj二について，哨育・育成I試験を実施したので，以ドその概要巻

報告する。

1 ) 供試 牛

交雑fill( B×D ）去勢tj：会

交雑種（ B×D ）』~t λ｜二

8 if.ff 

8@i 

材料および方法

購入供試した。試験1x：分は主！；（・ 1（乙ノドすとおり

全乳給与区，代HJ乳給与｜又に分けておζない，

去勢はf:l:1&5ヶ月齢でおこなった。

いずれも県内陸の生後 9～10日齢のものを

表・ 1 試 験 IX: 分

IX 分 供 誠 生後 3ヶ月齢まで f:t後 4～6ヶ月齢まで

B×D 

全乳区 全乳ト人：I乳ート ~rD'iI 育成飼料－H陀r','[

B×D 

お× D

f~m乳区 寸人工乳十乾［j( 育成飼料十1;rc:耳目

B×P 

2) 試験期間

試験期間はII日和 56 if 4月 1H1から l2月

4日までとした。 ζのrm, 11刊休別に附育期間は

生後 3ヶ月齢（自治乳WJ間は生後2週齢から生後

6 :i@齢）までとし，その後6ヶ月齢までをfJ成

期間とした。

3) 供誠飼料及び給与Im~
3) 

飼料の給り万法は， nn報と同線に行ない，

哨乳期間1j:1は， i咋L給り［えでは，全乳2kg×2 

[ijJ/ 1日，代HJ乳給与ばでは，代月時L( DC  P 
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2 5. 5 % , T D N 9 8. 0 % ) 2 5 0 g×2Wl した。

日の割合で給与した。哨乳期間および哨育終了 4) 官即万法

11寺まで，人工乳（ DCP 1 9.0%, TDN 77.0 管理は， 3ヶ月齢までは個体別スノコ式ぺン

%）と乾r'cl（オーチヤード主体の混熔牧草）は ケージをmい， 4ヶ月齢以後は，昨飼（ lltF 4 

不断給餌により自［！］採食させた。 頭）とし開放泊込み式＇ l・舎を｝甘いた。試験期間

育成期間rj~の飼料給与は， I二l本飼養標準ーにぷ 中は，体重測定は 2週間に lIIU, 体型測定

ついて，目標 1日当たり憎体量（以下DG ）を は4週間IL.1 回行なった。その他の？を聞は当場

1. 0 kgとし，必安養分量のTDNfC対する削合 の慣行に従った。

の 60%を育成用配合飼料（ DC P 1 5. 0 % , 

T DN 6 8. 0 % ）で給与し，乾J'fiは不断給餌と

試験結果及び考察

1 ) nrll育成総

表.2 附j汗j出のi骨｛木
C 1 ITJP~ たり， kg)

rx: 分
開始 H与 市冬 了 H寺

明｛本 f言、 D G 
体 ：主 体

iミ 勢 3 8. 0 9 4. 4 5 6. 4 o. 7 4 

全乳 1x:
間f 3 5. 6 8 8. 0 5 2. 4 o. 6 9 

一一一
去 勢 4 o. 4 9 3. 2 5 2. 8 0. 7 0 

代 m乳区 一一一
Jltj£ 3 4. 2 8 7. 7 5 3. 5 0. 7 1 

［物育期間中（附乳j明間も合tr）のJ:l~j休f'fl; と D 摂取量では， 4rズ間にほとんど去は認められず，

Gは表・ 2fζ示したように，全乳給与I？＜：の去勢 全乳ほの去勢牛 95. 7 kg ，以ド代m乳｛又ll~t95.4

牛が最も大きく 56. 4 kg ' 0. 7 4 kg，代用乳給 kg，全乳区雌牛 94. 9 kg，代用乳去勢牛 93. 7 

与IXのJltj['i二が53. 5 kg' 0目 71 kg，代旧乳給与 kgであった。また， lkg憎体に要したDc p' 

区の去勢牛52. 8 kg' 0. 7 0 kg，全乳区の雌牛 TD Nでみてみると，全乳区では去勢牛0.39 

5 2. 4 kg ' o. 6 9 kgであった。 kg, 1.6 4kg, il~！牛 o. 4 1 kg' 1. 8 1 kg，代用

また，口市育期間1j1の飼料隈取量は，表・ 3fC 乳区は，去勢r十：o.4 2 kg ' 1. 7 7 kg，』tffio. 4 2 

ぷしたように，可消化益分総量：（以下TDN) kg, 1.78kgという結果であった。



乳用牛と肉用牛の交雑による肉資源の有効利用試験 -3-

表.3 日南育期の飼料摂取量
C U!l当たり

日甫 乳 tit 人工乳 乾 I戸 DCP TDN 1 kg増体l乙嬰したft分
区 分

全乳 代別手L摂取法 渋取；ま 摂取W: 摂l収；it. DCP TDN 

全乳区日

112. 0 ヨ47 12.3 21. 9 95. 71 o.39 I 1. 64 

~~~~ti~ 
21. 7ト~.H- 1. 81 

代用去勢

41 14~ 

22.1 0.42 1. 77 

手L区 此を 22.6 I 95.4 I 0.42 I 1. 78 

補予守期間中の増体と館料の手IJHJ・t'l:では， i1Y/f,t: る差は有志差となって現われないものと考えら

および飼料の利用性共に全乳区の去勢し守が他の れる。

3区i乙比較して若干優れていたが， DGあるい 2) 育成成績

は，飼料際取濯に大きな ;r~ Lt 右く， 4 ［くJ1~f乙有 日前育！切につつく 4ヶ月齢以後， 6ヶ月齢まで

意主（危険ヰ＇ 5% ）は認められず，飼料の利flJ の育成期fljjqlの明休と DGは，去・ 4にみられ

性l乙も大走行いものと！呂われ7：。生後 3！；一月齢 るように，代川乳Iメの去勢しノ｜会がれ干良好で，明

までの晴？？期間中では，梢，』~［問の·111；による生 体で 77. 5 k耳， DGで0.8 6 kgという｛［1引を件た。

ll与体•ll られるが，その後の発ffおよび 以トム全乳ほの去勢牛の明休 77.4kg,DG0.86

飼料の不IJllJ'ii!については，性別による三よりも kg，令乳［＞｛の雌メj:7 6. 5 kg, 0. 8 5 kg，代fl]乳

なしろ，個体による差の万が人－きく， VUJrJrζよ 区の雌ノj:7 4. 9 kg, o. 8 3 kgという結保であった。

表.4 育成則の増体

区 分

全手L i玄

代用乳 l玄
去勢

Jlltt 

また，育成期間中の飼料の段取量では表・ 5f乙 牛では， DC P 5 0. 0 kg, TD N 2 4 5. 7 kg , 

みられるように， Dc PおよびTD N渋取量で 代用乳区此VIニDC P 4 5. 3 kg, T D N 2 2 0. 0 

みると全乳区の去勢牛が多く Dc p 5 3. 9 kg , kgと若干の差はあったものの，ほとんど作怠

TD N 2 6 6. 6 kgて、あり，全乳区の間内ニでは， D 去は認められなかった。 ζの結果を反映し

CP5 J.6kg, TDN251.Qkg，代用乳区去勢 て， lkg増体に裂した益分でみてみると，摂取
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量の比較的少なかった代用乳区雌牛で， Dc p 3. 1 7 kg，全乳区去勢牛DC P 0. 7 0 kg, T D 

0. 6 0 kg, T D N 2. 9 4 kgと最も良い値を示し， N 3. 4 4 kg，全乳区雌牛DC P O. 6 7 kg, T D 

代別乳区去勢牛では， DC P 0. 6 4 kg , T D N N 3. 2 8 kgであった。

表・ 5 育成期の飼料摂取最
( 1頭当たり， kg) 

配合飼料 粗飼料 D C P T D N 1 kg；憎体に要した養分
！玄 分

f冥取 11l; 摂取 摂取量 摂取喧 DCP TON 

去勢 2 2 6. 8 179. 7 5 3. 9 2 6 6. 6 0. 7 0 3. 4 4 
全手し区

Jlii( 2 2 2. 4 1 5 5. 7 5 1. 6 2 5 1. 0 0. 6 7 3. 2 8 

去勢 2 1 2. 2 16o.8 5 o. 0 2 4 5. 7 0. 6 4 3. 1 7 
代m乳区 一

l峰 1 9 5. 6 13 5. 5 45. 3 2 2 o. 0 0. 60 2. 9 4 

育成期間中の増休と飼料の利用性では，補乳 高，隣j深， i要角栢，絡j囲は 90. 0～9 3. 6%の

期と同様， 'i'i!Jlj，あるいはnffi乳期間中の全乳給 範囲内であった。去勢牛も同様に体重が81. 5 

与と代flJ乳給与による有意差（危険率 5% ）は %，他は89. 5～9 7. 3 %であった。しかし，

認められなかった。 これらも試験区分による発脊差は認められなか

育成終了時（生後6ヶ月齢）の休各部位の発 った。

育（前は，ホルスタイン種の発育標準より若干低

い（位をノドし，血事ーでは体重が標準の 84.8%，体

要 約

日甫育期間中のj草l体此績は 52. 8～5 6. 4 kgの 育成期間中の増体成績は， 74. 9～7 7. 5 kg 

範囲内であり，乙れをDGでみてみると， 0.69 で， DGでも， o.8 3～o. 8 6 kgと哨育期と同

～o. 7 4 kgと若干の差は認められたものの，有 じく 4f玄関における有意差（危険率 5% ）は認

意差（危険率 5% ）なものではなかった。また， められなかった。飼料の利用性では，乙の期間

飼料の利用性，或いは，飼料の摂取量において 中は，稽育期と逆に全乳区の飼料際取還が大き

も，全乳l乏に比較して，代用乳区の乾草隈取量 く， lkg増体に要する養分遣では，代用乳区が

が若干多かったものの， 1kg哨休l乙要した養分 若干優れているという結果になったが，いずれ

量でみると，逆に全乳認が若干良い｛誌を示した の差も撞少で， 4区障に有意、差（危険率 5% ) 

が，栃めて（事少の差であり，従って飼料の利月j は，認められなかった。

性にもあまり差は認められなかった。 日南育・育成期間終了時の体各部位の発育値は，
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ホルスタイン種の発育標準より低いi直， 81. 5 
3) 

大きかった。前報 と比較して，今回用いた去

～9 7.3 %であった。しかし，乙乙でも試験区

分による差は認められなかった。

勢牛の発育は若干劣る結果であった。また，前

3) 
報 と同様，町議乳期の全乳と代！日乳による浅い

今回行なった生後6ヶ月齢までの発育では．

交雑Hの性別による差は，有意な差とはならず，

分娩fL'f体重の差がその後の発育に及ぼす影響が

は，その後の発育にほとんど影響を及ぼさない

結果となった。
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付表・ l 体 高

よ？＼と忠告 2 6 1 0 1 2 l 4 1 6 

去勢 74. 1 76. 1 82. 1 85. 4 89. 0 92. 6 
全 乳区

此｛€ 72. 1 76目 2 82. 0 84. 9 87. 5 90. 0 

去勢 72. 6 76. 9 82. 6 84. 5 87.4 90. 2 
代用乳区

i総 72. 2 76. 8 81. 5／訟 1

1 8 2 0 

94. 5 96. 4 

92目 l 94. 2 

91. 6 93. 0 

91. 7 93. 9 

2 2 I 2 4 

98. 8 101. 2 

97. 0 99. 7 

95. 1 97. 2 

95. 8 宮7.7 

＼ 仰

2 6 

102. 6 

100. 5 

99. 0 

99. 3 
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付表・ 2 胸 深

F宗~ 2 6 1 0 1 2 1 4 1 6 1 8 2 0 

去勢 27. 9 32. 0 35. 7 37. 0 39. 2 41. 4 42. 8 44. 1 
全乳 区

i竣 28. 0 31. 3 34. 6 36. 5 38. 5 40. 5 42. 1 43. 6 

去勢 28. 9 32. 1 35. 8 37. 1 39. 0 40. 8 42. 6 44. 3 
代用乳｜玄

Jltjfi 28. 6 31. 5 35. 4 36. 9 38. 7 40.4 41. 7 42. 9 

付表.3 綬角 rtJ

訂＼土齢 2 6 1 0 1 2 1 4 1 6 1 8 2 0 

去勢 16. 9 18. 8 20. 9 21. 5 23. 0 25. 1 26. 5 27. 9 

全乳！Z
i峻 16. 2 18. 2 20. 9 22. 1 23. 6 25. 0 26. 2 27. 3 

去勢 16. 3 18. 3 20. 6 22. 1 23. 2 24. 2 25. 7 27. 1 

代用乳区
世t 15. 6 18. 3 20. 3 21. 8 23. 0 24. 1 25. 5 26. 9 

付表・ 4 胸 囲

ι玄~ 2 6 1 0 1 2 1 4 1 6 1 8 2 0 

去勢 75. 1 85. 1 94. 1 97. 5 103. 0 108. 5 113. 0 117. 0 

全 乳区

Jlt11 75.4 83. 1 93. 8 97. 4 102. 4 107目 3111. 0 115. 3 

去勢 77. 4 84. 9 93. 3 98. 1 102.4 106. 6 110. 8 115. 0 

ttm乳託
舵日 75. 1 84. 9 91. 5 96. 5 98. 5 105. 3 109. 2 113. 1 

付表・ 5 体 重

主吉＼＼ゴ·~ 2 6 1 0 1 2 1 4 1 6 1 8 2 0 

去勢 38. 0 56. 3 76. 6 87. 8 103. 8 119. 8 126. 8 142. 5 
全乳｜ぎ

雌 35.6 52. 0 72. 5 82. 4 95. 4 105. 8 122. 0 134. 0 

去勢 40.4 57. 9 75. 8 89. 5 100目。 115. 5 122. 3 134. 3 
代用乳区

2援 34. 2 52. 3 69.8 81. 0 96. 5 106. 5 114. 9 130. 8 

2 2 2 4 

45. 2 46. 3 

44. 8 46. 0 

45. 2 46. 1 

44. 2 45. 5 

2 2 2 4 

28. 9 29. 9 

28. 2 29. 0 

28. 2 29. 2 

27. 9 28.8 

2 2 2 4 

119. 9 122. 8 

117. 4 119.5 

117. 0 119. 2 

116. 5 119.8 

2 2 2 4 

154. 6 161. 5 

143. 3 150.8 

148. 8 161. 3 

137. 9 149.5 

r門 J

2 6 

47.4 

46.8 

47. 1 

46. 2 

〆Sミ、

、．6ノ

m piν 

2 6 

30. 7 

30. 6 

30.0 

29.6 

（αn) 

2 6 

126. 0 

122. 8 

122. 2 

121. 5 

(k匹）

2 6 

171. 8 

164. 4 

170. 7 

162. 5 
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